
  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

本講座では、「人の記憶に残る自己発信」を可能にする「パーソナルブラン

ディング」について学びます。 

パーソナルブランドをつくるためには、自分の内面的な特徴や強みを把握す

ると共に、外面的に自分がどのような印象を残しているかを知ることも重要

です。多角的に自分を知った上で、それを上手に人に伝え、覚えてもらうこ

とで、「是非あなたにお願いしたい！」といった言葉をかけられるようにな

ります。本講座では、ワークショップを通して、参加者同士で意見交換をし

ながら「選ばれる人」になるためのパーソナルブランドをつくっていきます。 

たくさんのご参加をお待ちしております。 

 

■お申し込み・お問い合わせ                                             

公益財団法人 

日本女性学習財団 
■〒105-0011 東京都港区芝公園 2-6-8 日本女子会館 5 階 

■TEL：03-3434-7575  ■FAX：03-3434-8082  

■HP:http://www.jawe2011.jp ■E-mail:jawe@nifty.com 

○ 日 時 2017 年 1 月 21 日（土）13：30—16：00 （受付開始 13：00） 

○ 講 師 坪田
つ ぼ た

秀子
ひ で こ

さん（お茶の水女子大学 非常勤講師、当財団評議員・キャリア形成支援士アドバイザー） 

    

 内容   講義・ワークショップ 

 

● 対  象 : （公財）日本女性学習財団認定キャリア形成支援士およびテーマに関心のある女性の方 

● 定   員 : 20 名（先着順） 

● 参 加 費 : 3,000 円（キャリア形成支援士 2,000 円） 

● 会   場 : 日本女子会館 5 階 大会議室 

● 申込方法 : 裏面申込書を FAX でお送りください。ホームページ、電話、メールでも受付けます。 

● 主   催 : 公益財団法人 日本女性学習財団 

※本講座は、外務省主催 国際女性会議「WAW！2016」シャイン・ウィークス公式サイドイベントとして実施します。 

 

 

選ばれる人になるための 

「パーソナルブランド」講座 

 

 

2016 年度 第 2 回ブラッシュアップ講座 

講師：坪田秀子さん 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 回ブラッシュアップ講座 

選ばれる人になるための「パーソナルブランド」講座  申込書 

氏名 

ふりがな 

 

                （年代：   代） 

所属等  

住所 
〒    — 

 

電話  FAX  

E-Mail  
領収書 

の有無 

    有    無 

「有」の場合は宛名をお書きください。

〔                〕 

講座に期待されること 

 

 

講師 

早稲田大学文学部卒。東京大学大学院修士。フランス

語教師、通訳を経て、1980 年より 1990 年までパリ在住。 

仏大手ＣＩデザイン会社カレ・ノアール社日本担当デ

ィレクター、（株）コミュニケーション科学研究所を経て、

1996 年仏化粧品会社ロレアルグループの日本法人設立

と共に、コーポレート・コミュニケーション部長として

入社。2005 年日本人初の女性取締役副社長に就任。2009

年 6 月まで企業広報、ＣＳＲなどを統括。同年から 2015

年までお茶の水女子大学学長特命補佐を務めた。 

 

坪田
つ ぼ た

 秀子
ひ で こ

 さん 

交通アクセス                  

■ＪＲ浜松町駅北口・徒歩８分 

■ 都営浅草線・大江戸線大門Ａ６出口・徒歩５分 

■ 都営三田線芝公園Ａ３出口・徒歩２分 

※日本女子会館は メルパルク東京正面です。 

公益財団法人 日本女性学習財団 
〒105-0011 

東京都港区芝公園 2-6-8 日本女子会館 5 階 

TEL：03-3434-7575  / FAX：03-3434-8082  

FAX：03-3434-8082 
（日本女性学習財団） 

 財団 HP からもお申込いただけます。 

個人情報は本財団事業以外には使用しません。 

 

お茶の水女子大学 非常勤講師、当財団評議員・キャリア形成

支援士アドバイザー 

■講師からのメッセージ 

企業も人も、そのブランディングには多くの共通点がありま

す。企業広報で培った私の経験を、皆さまのパーソナルブラ

ンド作りに役立てていただければ幸いです！ 

 


